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阿久比町民憲章
　わたしたち阿久比町民は、ここに町民憲章を定
め、よりよい町づくりに努めることを誓います。
◎ホタル飛びかう、豊かな自然を守ります。
◎歴史と伝統を守り、教養を高めます。
◎スポーツに親しみ、健康で明るい家庭をつくり
ます。

◎オアシス運動をすすめ、笑顔あふれるまちをつ
くります。

◎ボランティア活動に、すすんで参加します。

人 口 と 世 帯
世帯数　10，677　（－1）
人　口　28，723人（－13）
　男　　14，241人（＋1）
　女　　14，482人（－14）
（　　）は前月との増減数

7月中の異動
　出生　16　　転入　67
　死亡　28　　転出　68

令和元年8月１日現在

　目の不自由な方が広報あぐいを利用できるよう声の
広報ボランティア「あいうえお」がCDに音訳録音してい
ます。録音したCDを利用希望者へ無料で送付していま
す。利用希望者は、下記までご連絡ください。
■問い合わせ先　町社会福祉協議会・ボランティアセンター（４８）１１１１（内１５２３）

■発行／阿久比町（〒470-2292　愛知県知多郡阿久比町
　大字卯坂字殿越50　0569（48）1111）
　編集／総務部政策協働課
■阿久比町ホームページ  ｈｔｔｐ：//ｗｗｗ．ｔｏｗｎ．ａｇｕｉ．ｌｇ．ｊｐ/
資源を大切に！この用紙は再生紙を使用しています。

阿久比谷虫供養
■日　時　9月23日（月・祝）午前8時～午後4時
■場　所　矢口公民館（大字矢高字谷3）

当日のスケジュール（予定）
午前8時　　 　開始
午後1時　　 　百万遍念仏開始
午後3時15分　囃子奉納
午後4時　　　 終了

愛知県指定無形民俗文化財「知多の虫供養行事」
今年は矢口地区で開催されます。

　虫供養は米作りや野菜作りで犠牲になった田畑の虫を供養するために念仏を行ったことが始まりとされます。融通念仏の
始祖 良忍上人（1072年～1132年）により広められ、平安時代の終わりごろから阿久比でも行われるようになった民俗信
仰行事です。
　現在、阿久比谷虫供養は町内13地区の持ち回りで当番を受け持ち、当番地区では前年の虫供養で引き継ぎを受けて
から、寒干しや土用干しなど1年をかけて数々の行事を行い、虫供養当日を迎えます。
　虫供養当日は導師の先導で同行衆による念仏が唱和され、道場や小屋には町指定文化財の掛け軸がまつられます。会
場内に建てられた大塔婆の下の砂山を小さな子どもに踏ませると、夜泣きやかんしゃくがなくなる「かんの虫封じ」になると伝
えられています。
　長い歴史の中で、戦乱に巻き込まれ中断もしましたが、力強くよみがえった虫供養行事は、まさしく町民の誇る伝統行事です。
■問い合わせ先　社会教育課社会教育係　（48）1111（内1228）
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▲　昨年の会場の様子
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